
「墨田区都市計画マスタープラン」改定区民ワークショップ 
第１回 ワークショップの概要 

 
■概要 
◎テーマ：集まる「顔合わせ／まちあるきのルートを考えよう」 

◎日 時：2006 年 10 月 26 日 19:00～21:00 

◎会 場：墨田区役所 13 階 131 会議室 

平日夜７時からのスタートでしたが、総勢 31 名の区民の方々にお集まりいただき、活発な意見交

換が行われました。顔合わせの第１回目、Ａ～Ｄの４グループに分かれてまずはとにかく意見を出し

合いましょうということで始まったのですが、最後にグループ毎に話し合った内容をみんなの前で発

表する頃には、予定の時間を大きく過ぎてしまったほどでした。 

 
■当日の流れは・・・ 

  
19:00～ 「開会のあいさつと墨田区の 
     都市計画に関するご説明」 

19:30～ 「本日の進め方をご説明」 

  
19:40～「地図を前に話をしているとつい 

     つい身を乗り出してしまいます」 
20:40～ 「見事な発表で本日の作業は終了 

     皆さんお疲れ様でした！」 



 
■各グループで話し合われた内容は・・・ （意見の一部をご紹介します） 
◎Ａグループ：荒川沿いの墨田・八広地区に堤通・東向島地区の一部を加えた、おおむ

ね明治通り以北の区の北端部に位置するエリア 
～ 地域の現状を中心に多彩な意見で広く担当エリアを眺めたグループです ～ 

 

＜良いところ（青いメモ）＞ 
・物価や家賃が安く、昔ながらのご近所付き合いがかすか

に残っている 
・道を一本入るととても静かで、住みやすいところ 
・あまり知られていないが名所のような場所が多い 

（例．木母寺、梅若塚、七福神など） 
・荒川の河川敷は隅田川にひけをとらないほど魅力的 
＜良くないところ（赤いメモ）＞ 
・隅田川沿いのブルーテント 
・空き家や留守交番が多く治安が心配 
・鐘ヶ淵駅前の交通量と踏切はなんとかならないか 
・道が狭いけれど車の通行が多い通りがたくさんある 
・東武線の高架下が駐車場になっているが治安面が不安 
・幹線道路沿道は高層マンション、騒音、大気汚染、違法

駐車、違法駐輪などの問題がある 
 

◎Ｂグループ：東向島・向島・京島といった密集市街地のまちづくりと曳舟・押上・業

平橋といった大規模開発が並んだ区の中央部に位置するエリア 
～ 全区に共通するテーマから桜の木までまちの将来を真剣に話し合ったグループです ～ 

 

・再開発で立派になっていくまちと京島・向島のような人

の息吹が分かるようなまちとの共存が大事 
＜タワーに関連する事項＞ 
・川を背にした生活から川の方を向いた商売を考えては 
・タワーを中心とした道づくりが必要ではないか 
＜木造密集市街地に関連する事項＞ 
・木造密集市街地は負の遺産という声もあるが、くねくね

した道を歩くとほっとする 
・新しいお店ができて千葉方面からも人を集めている 
・今小京都と言われるようなところは、時代の流れに取り

残されたものが後年になって評価されている 
・古い家などあるものを活かす方向で考えていくのが良い

＜まちあるきの計画＞ 
・曳舟に集合してから、曲がりくねった道を抜けて京島に

向かい、スパイスカフェを経由して押上/タワー周辺を

巡ります 



 
◎Ｃグループ：小村井、東あずまの２駅を中心に広がる立花・文花地区に旧中川で結ば

れた東墨田地区を加えた、区の東端部に位置するエリア 
～ 昔の思い出を手がかりに、ややなじみの薄い地区について関心を高めたグループです ～ 

 

＜変わったところ＞ 
・清掃工場のほかにも昔遊んだ野球場がプールになったり

している 
・大きな道路が通って地区の様子ががらっと変わった 
＜その他の意見＞ 
・文花地区では亀戸、立花地区では平井に行く人も多く、

まち全体で考えるのは難しいエリア 
・狭い道や袋小路が多く迷ってしまうようなところがある

＜まちあるきの計画＞ 
・東墨田地区を中心に近年大きく変わった場所を巡りなが

ら、その他の場所についても見識を深めたい 

◎Ｄグループ：南部地域と称されるおおむね北十間川以南のエリア 
～ いくつかのテーマについてじっくり話し合い理解を深めたグループです ～ 

 
 

＜まちの特徴＞ 
・区画整理が行われ、碁盤の目状のまちができている 
・東西方向には交通量が多く特徴のある道路が多い 
・北斎通り（南割水路）は電柱地中化整備が行われ、とて

も歩きやすく、地域の人にもなじみが深い 
・南北方向では三ッ目通りが交通量も多く特徴的な道路 
＜まちあるきの計画＞ 
・ハード的な施設よりもソフト的なものを対象として、ま

ちの雰囲気を探るようなまちあるきをしたい 
・菊川、立川は余りなじみがないので是非歩いてみたい 
・東西方向と南北方向をジグザグに歩いて押上から菊川、

立川を周り両国まで歩いてみたい 

■次回の予定は・・・ 
今回話し合った内容をもとに、第２回はグループ毎にまちに出て担当するエリアを実際に見て歩きま

す。次回の報告もお楽しみに。 
（注）ワークショップは事前に参加登録をしていただいた方にお集まりいただき、これからのまちづ

くりと 20 年後の墨田区の将来像について検討しています。参加登録をしていないけれどもワ

ークショップの内容や検討中の案に対するご意見・ご感想・お問い合せなどがあるという方は

toshikeikaku@city.sumida.lg.jp（墨田区都市計画課）までご連絡ください。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨田区都市計画マスタープラン改定 

＜区民ワークショップの進め方について＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 18 年 10 月 26 日 
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区市町村の都市計画マスタープランは、平成４年の都市計画法の改正(平成５年６月施行)によ

り都市計画に関する基本的な方針として創設されました。区市町村の都市計画マスタープランと

は、地域の特性を踏まえて市民の意見を反映した都市づくりのビジョン、地域別のあるべき市街

地像や地域別の整備方針等を定めるものです。 

墨田区では、都市計画マスタープランを「2020年の都市像」を目標に平成１０年３月に定めて

います。しかし、区の最上位計画である新基本構想が昨年11月に、東京都の都市づくりの基本方

針である「東京の新しい都市づくりビジョン」が平成13年10月に策定されたことや、社会経済状

況の変化に対応する内容や体系に見直すことが必要になりました。このため、平成18,19年度に都

市計画マスタープラン改定の検討を行います。 

改定にあたっては、次の６つの改定の方針を掲げ、将来のまちのイメージやビジョンを検討し

ていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

方針１：墨田区基本構想（平成 17 年 11 月策定）を受けた 
    将来都市像の明示 

方針２：すみだらしい景観づくり 

方針３：新タワーを核としたまちづくり 

方針４：防災都市づくり 

方針５：活力あるまちを支える土地利用方針 

方針６：定住環境・福祉環境の整備 

墨
田
区
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
の
方
針 

１．都市計画マスタープランとは… 



 2

 
 
 

都市計画マスタープランは、墨田区全体のまちづくりの考え方を示した「全体構想」、区全体の

まちづくりの課題に対応した整備の方針を示した「分野別構想」、区内の各地域の特性に即したま

ちづくりの考え方を示した「地域別構想」、まちづくりの中で先行的に実施することを示した「主

要推進プロジェクト」、これらの実現を目指した今後のまちづくりの進め方を示した「実現に向け

た方策」の大きく５つの章立てで構成します。（今後の検討で構成は変わることもあり得ます） 

平成 18 年度のワークショップは、「地域別構想」に、みなさんのまちづくりへの思いや考えを

反映していくために行います。 

平成 19 年度については、「分野別構想」についてのワークショップを開催する予定です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回開催する 

ワークショップで検討

来年度 

ワークショップで検討

〔分野別構想〕 
まちづくりの分野別の考

え方を示します 

〔全体構想〕 
墨田区全体のまちづくり

の考え方を示します。 

〔地域別構想〕 
区内の各地域のまちづ

くりの考え方を示しま

す。 

〔実現に向けた方策〕
まちづくりの進め方を示

します。 

２．都市計画マスタープランの概要 

 
〔主要推進 
プロジェクト〕
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３－１ ワークショップの目的 

区民ワークショップは主に以下の３点を目的とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２ ワークショップの達成目標 

区民ワークショップでは、まちの将来像を検討し、これを文章や図面にまとめることとします。

具体の達成目標は以下のとおりとします。 

 

 

 

 

 

 

３－３ 全体プログラム 

ワークショップは５回開催します。 

（１）集まる 

【第１回：顔合わせ】 10 月 26 日（木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的１：区民の方々が抱いている“こんなまちにしたい”“こんなところを改善し

たい”という意見や提案を都市計画マスタープランの改定に反映するこ

と。 
目的２：ワークショップ参加者が今後のまちづくりへ参加するきっかけづくりに

すること。 
目的３：区民の生の声を聞き、現行計画の下で取り組んできたまちづくりを評価

すること。 

目標１：まちの課題や可能性を学習し、区民の考える 20 年後のまちの将来像を参

加者自身の言葉で表現すること。 

目標２：描いたまちの将来像を改定検討委員会へ提言すること。 

ワークショップの進め方、全体プログラムなどを説明します。説明後、自己紹介を行って

いただき、ワークショップに参加した理由や参加者が考える地域の良い点、悪い点、必要な

ことなどを自由に発言してもらい意見交換を行っていただきます。 

みなさんの意見を基にしながら、第２回に予定するまちあるきのルート設定を目標としま

す。 

３．ワークショップの進め方 
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（２）知る・発見する 

【第２回：まちあるきの実施】 11 月 19 日（日）予定 

 

 

 

 

 

 

（３）学ぶ・つくる 

【第３回：まちの現状と課題の整理】 12 月 8 日（金）予定 

 

 

 

 

 

 

 

【第４回：目指すべきイメージの検討】 1 月 18 日（木）予定 

 

 

 

 

 

 

 

（４）まとめる 

【第５回：まとめ】 2 月 15 日（木）予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回では、前回設定したルートをもとにグループ毎に地域を歩きながら、地域の状況を点

検しましょう。気になる箇所をカメラで撮影し、撮影した場所となぜそこが気になるのかを記

録しましょう。（記録するための地図は準備します） 

まちあるきで集めた地域の現状の情報を白地図上にまとめましょう。また、第１回に出され

た意見に関連するデータや参考資料を提出しますので、地域の「良さ」「悪さ」をもたらして

いる要素やその原因などについて意見交換を行い、それぞれの関連などについて考察しましょ

う。 

第３回でまとめられた地域の現状と課題を振り返り、地域のまちづくりを考える上で目標と

するイメージやテーマをまとめましょう。 

また、目標やイメージに基づいて、どのようなまちづくりを進めていきたいかについて意見

交換しましょう。 

第４回でまとめた地域のまちづくりを考える上での目標とするイメージやテーマやこれら

に基づいてどのような地域にしたいかについて、提言書としてまとめる作業を行いましょう。
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３－４ グループ分けの考え方 

参加者の居住地や現行計画の地域区分をもとにＡ～Ｄの４グループを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａグループ：荒川沿いの墨田地区、八広地区に堤通地区、東向島地区の一部を加えた、概ね

明治通り以北の区の北端部に位置するエリア 

⇒隅田川と白鬚東地区の防災団地、荒川と荒川沿いの住工混在地区に囲まれて、木造密集市

街地が広がるエリアです。一部の幹線通り沿道でマンション開発も見られますが、全体的

に人口は減少傾向を示しています。 

Ｂグループ：東向島・向島、京島といった密集市街地のまちづくりと曳舟、押上・業平橋と

いった大規模開発が並んだ、区の中央部に位置するエリア 

⇒土地区画整理事業の行われた箇所と木造密集市街地とが出会うエリアです。東向島、向島、

京島といった地区では従来から熱心なまちづくり活動が行われており、曳舟駅周辺、押上・

業平橋駅周辺では新たに大規模開発が実施もしくは予定されています。水戸街道の周辺で

は人口の増加傾向が見られます。 

Ｃグループ：小村井、東あずまの２駅を中心に広がる立花、文花地区に旧中川で結ばれた東

墨田地区を加えた、区の東端部に位置するエリア 

⇒旧中川、北十間川を挟んで、平井駅（江戸川区）、亀戸駅（江東区）と近接し、大規模な公

営住宅団地や中小企業センター、墨田清掃工場、スポーツ健康センターなどの公共施設が

見られます。大規模マンションが完成した文花３丁目を除き、目立った人口の増減は見ら

れません。東墨田地区は区内で唯一の工業地域が指定されています。 

Ｄグループ：南部地域と称される概ね北十間川以南のエリア 

⇒土地区画整理事業により道路や区画の整えられたエリアです。他のエリアと比較して不燃

化率が高く、中高層の建物を中心とした街並みを形成しています。近年では、恵まれた公

共交通網などを背景に人口増加の目立つ地区が多くなっています。 



 6

 

【グループ分け】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


